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　河
田
保や

す

勇お

に
つ
い
て
は
、
明
治
時
代
に

町
内
で
活
躍
し
た
地
域
の
有
力
者
の
一
人

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
三

年
一
〇
月
、
東
京
在
住
の
ご
子
孫
か
ら
保

勇
に
関
す
る
史
料
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
ら
の
中
か
ら
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
保
勇
の
さ
ら
な
る
事
績
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

　河
田
保
勇
は
、安
政
元
年
（
一
八
五
四
）

に
古
川
村
の
豪
農
の
家
に
生
ま
れ
、
明
治

十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
家
督
を
相
続
す

る
と
、
西
々
條
郡
学
務
委
員
（
明
治
十
三

年
）、
同
郡
書
記
（
同
十
六
年
）、
岡
山
県

会
議
員
（
同
二
十
一
年
）、
芳
野
村
農
会

長
（
同
三
十
二
年
）、
三
十
八
年
に
は
芳

野
村
長
を
務
め
る
な
ど
官
吏
・
政
治
家
と

し
て
地
域
の
要
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。
県

会
議
員
時
代
の
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九

二
）
に
は
、
県
内
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ

し
た
水
害
（
第
一
水
害
）
の
復
興
に
あ
た

り
、
県
会
を
代
表
し
て
国
庫
か
ら
の
補
助

を
求
め
る
請
願
書
を
真
島
郡（
現
真
庭
市
）

の
井
出
毛
三
と
の
連
名
で
衆
議
院
議
長
へ

提
出
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
出

雲
大
社
教
会
世
話
掛
、
立
憲
政
友
会
岡
山

県
支
部
創
立
委
員
及
び
評
議
員
、
神
苑
会

（
伊
勢
神
宮
の
整
備
を
行
う
法
人
）
苫
田

郡
委
員
を
は
じ
め
、
種
々
の
役
職
を
務
め

て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
寄
付
を

行
っ
て
お
り
、
主
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、

明
治
天
皇
岡
山
県
巡
行
準
備
費
、
明
治
十

七
年
の
台
風
被
害
の
義
援
金
、
岡
山
医
学

校
修
繕
費
、
道
路
改
修
費
、
郡
役
所
新
築

費
、
岡
山
津
山
間
電
信
架
設
費
、
第
三
高

等
中
学
校
医
学
部
（
現
在
の
岡
山
大
学
医

学
部
）
建
築
費
、
第
一
水
害
の
義
援
金
、

貧
民
救
助
、
日
露
戦
争
の
従
軍
者
家
族
扶

助
、
津
山
警
察
署
備
品
の
自
転
車
購
入
費
、

大
日
本
武
徳
会
岡
山
支
部
演
武
場
建
築
費
、

津
山
区
裁
判
所
大
野
出
張
所
庁
舎
建
築
費
、

珍
し
い
も
の
と
し
て
は
平
安
京
遷
都
千
百

年
記
念
祭
や
豊
太
閤
（
豊
臣
秀
吉
）
の
墳

墓
修
理
と
没
後
三
百
年
祭
挙
行
事
業
な
ど

多
岐
に
及
び
、
地
元
の
小
学
校
や
寺
社
な

ど
へ
は
た
び
た
び
寄
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
寄
付
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度

「
奇
特
ノ
義
ニ
付
」
と
そ
の
行
為
の
礼
を

述
べ
た
感
謝
状
を
受
け
て
い
ま
す
。

　大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
三
月
に
は
、

還
暦
祝
賀
記
念
と
し
て
山
林
十
三
町
歩
を

芳
野
村
の
小
学
校
の
基
本
財
産
に
寄
付
し
、

翌
月
の
還
暦
祝
賀
会
に
お
い
て
芳
野
村
か

ら
感
謝
状
と
銀
瓶
を
受
け
て
い
ま
す
。
翌

大
正
五
年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　「河
田
保
勇
翁
還
暦
祝
賀
記
念
帖
」
の

中
で
、
保
勇
は
次
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
い

ま
す
。

翁
壮
ニ
シ
テ
郡
吏
タ
リ
煩は

ん

労ろ
う

ヲ
厭い

と

ワ
ズ

精
励
ヨ
ク
其
ノ
職
務
ヲ
致
ス
後
、
衆
望

ヲ
擔に

な

フ
テ
名
誉
ノ
職
ニ
就
ク
ヤ
寛
厚
ニ

シ
テ
能よ

ク
下
ヲ
御
シ
仁
ヲ
行
ヒ
徳
ヲ
施

セ
リ
。
此
他
翁
ハ
過
去
数
十
年
ノ
久
シ

キ
終
始
一
貫
教
育
ニ
勧
業
ニ
凡
ソ
公
共

事
業
ニ
関
シ
テ
聡
明
ナ
ル
識
見
ト
稠

ち
ゅ
う

密み
つ

ナ
ル
思
慮
ト
巧
妙
ナ
ル
術
策
ト
ヲ
以

テ
一
々
其
ノ
肯こ

う

綮け
い

ニ
中あ

た

リ
、
経
営
大
ニ

観
ル
ベ
キ
モ
ノ
ア
リ
…

　こ
れ
は
保
勇
に
限
ら
ず
、
明
治
時
代
の

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
達
全
て
が
こ
の
よ
う

な
素
養
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
幕
府

が
滅
び
、
幕
府
や
藩
の
支
配
者
が
い
な
く

な
っ
た
農
村
で
は
、
豪
農
層
が
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
、
地
域
の
産
業
、
経
済
、
教
育

の
発
展
の
た
め
に
私
財
を
投
じ
て
ま
で

最
新
の
知
識
の
収
集
や
技
術
の
導
入
な
ど
、

人
々
の
生
活
が
豊
か
に
な
る
た
め
に
尽
力

し
ま
し
た
。
か
つ
て
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹

介
し
た
中
島
衛
（
香
々
美
）
や
河
田
繁
穂

（
吉
原
）、
伊
丹
健
治
郎
（
羽
出
）
ら
も
こ

う
し
た
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
達
で
す
。

　寄
贈
を
受
け
た
河
田
保
勇
の
史
料
の
中

に
は
、
民
権
運
動
に
関
す
る
史
料
も
あ
り

ま
し
た
が
、
膨
大
な
量
に
及
ぶ
た
め
今
回

は
割
愛
し
ま
し
た
。
ま
た
整
理
と
調
査
研

究
が
進
め
ば
、
是
非
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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